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横 浜 市 条 例 （番 号 ） 

横 浜 市 脱 炭 素 社会 の 形 成の 推 進 に 関す る条 例  

近 年 の 自 然 災害 の 多 発に 見 ら れ るよ う に、 地 球 温 暖 化に よ る 影響 は 横 浜 市に お

い て も 重 大 な懸 念 事 項で あ る 。 温室 効 果ガ ス の 排 出 量が 甚 大 であ る 大 都 市と し て

の 責 任 を 果 たす た め 、横 浜 市 は 、事 業 者及 び 市 民 と とも に 2050 年 ま で の 脱炭 素 社

会 の 実 現 に 向け 全 力 で取 り 組 ま なけ れ ばな ら な い 。 

脱 炭 素 社 会 の実 現 は 、現 在 及 び 将来 の 市民 に と っ て 重要 な 要 素で あ り 、 その 実

現 の た め に 、産 学 官 の連 携 と 市 民の 理 解及 び 協 力 は 必要 不 可 欠で あ る 。 脱炭 素 社

会 の 形 成 の 推進 に 当 たっ て は 、 経済 を 縮小 さ せ る こ とな く 、 関連 す る 産 業を 新 た

な 成 長 産 業 とし て 発 展さ せ る こ とを 目 指す 。 特 に 、 横浜 発 の 技術 に よ っ て日 本 は

も と よ り 世 界の 脱 炭 素化 に 貢 献 する た め、 横 浜 市 は 、新 た な 技術 革 新 の プラ ッ ト

フ ォ ー ム と して 積 極 的に 役 割 を 果た し 、ゼ ロ カ ー ボ ンシ テ ィ とし て の 存 在感 を 示

す べ き で あ る。 

こ こ に 、 誰 一人 取 り 残さ れ る こ との な い社 会 の 実 現 のた め に も、 次 世 代 に対 し

て 責 任 を 全 うす る と とも に 、 地 球温 暖 化対 策 の 推 進 並び に 市 内経 済 の 循 環及 び 持

続 可 能 な 発 展を 図 り 、脱 炭 素 社 会の 形 成を 推 進 す る ため 、 こ の条 例 を 制 定す る 。  

（ 目 的 ） 

第 １ 条  こ の条 例 は 、地 球 温 暖 化対 策 の推 進 に 関 す る法 律 （ 平成 10 年 法 律第 117

号 。 以 下 「 法」 と い う 。） の 趣 旨を 踏 まえ 、 横 浜 市 （以 下 「 市」 と い う 。） に

お け る 脱 炭 素社 会 の 形成 の 推 進 に関 し 、市 、 事 業 者 及び 市 民 の責 務 を 明 らか に

す る と と も に、 脱 炭 素社 会 の 形 成 の 推 進に 関 す る 施 策の 基 本 とな る 事 項 を定 め 

、 そ の 施 策 を総 合 的 かつ 計 画 的 に推 進 する こ と に よ り、 地 球 温暖 化 対 策 の推 進

並 び に 市 内 経済 の 循 環及 び 持 続 可能 な 発展 を 図 り 、 もっ て 現 在及 び 将 来 の市 民

の 健 康 で 文 化的 な 生 活の 持 続 的 な確 保 に寄 与 す る こ とを 目 的 とす る 。  

（ 定 義 ） 

第 ２ 条  こ の条 例 に おい て 、 次 の各 号 に掲 げ る 用 語 の意 義 は 、当 該 各 号 に定 め る

と こ ろ に よ る。 

(1)  脱 炭 素 社会  人 の活 動 に 伴 って 発 生す る 温 室 効 果ガ ス （ 法第 ２ 条 第 ３項 に

規 定 す る 物 質 をい う 。 以下 同 じ 。） の 排出 量 と 吸 収 作用 の 保 全及 び 強 化 によ

り 吸 収 さ れ る 温室 効 果 ガス の 吸 収量 と の間 の 均 衡 が 保た れ た 社会 を い う 。  



(2)  再 生 可 能 エネ ル ギ ー  横 浜 市 生活 環境 の 保 全 等 に関 す る 条例 （ 平 成 14年 12

月 横 浜 市 条 例第 58 号 ） 第 146 条 の２ に 規定 す る 再 生 可能 エ ネ ルギ ー を い う。 

(3)  再 生 可 能 エネ ル ギ ー 等  再 生 可能 エネ ル ギ ー 及 び革 新 的 なエ ネ ル ギ ー高 度

利 用 技 術 （ 再生 可 能 エ ネル ギ ー の供 給 、エ ネ ル ギ ー 効率 の 飛 躍的 向 上 及 びエ

ネ ル ギ ー 源 の多 様 化 に 資す る 新 技術 を いう 。 以 下 同 じ 。） に より 生 産 さ れた

エ ネ ル ギ ー をい う 。 

(4)  再 生 可 能エ ネ ル ギー 等 の 導 入等  次に 掲 げ る 事 項を い う 。 

ア  再 生 可 能エ ネ ル ギー 等 を 導 入す るこ と 。   

イ  革 新 的 なエ ネ ル ギー 高 度 利 用技 術を 導 入 す る こと 。 

ウ  エ ネ ル ギー の 使 用の 節 約 及 び効 率化 、 エ ネ ル ギー の 電 化並 び に 電 気の 需

要 の 平 準 化 を図 る こ と 。 

(5)  脱 炭 素 化  脱 炭 素社 会 の 実 現に 寄 与す る こ と を 旨と し て 、市 域 の 自 然的 社

会 的 条 件 に 応じ て 市 域に お け る 社会 経済 活 動 そ の 他の 活 動 に伴 っ て 発 生す る

温 室 効 果 ガ スの 排 出 の量 の 削 減 並び に吸 収 作 用 の 保全 及 び 強化 を 行 う こと を

い う 。 

（ 市 の 責 務 ） 

第 ３ 条  市 は、 脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進に 関 す る 総 合的 か つ 計画 的 な 施 策を 策 定

し 、 及 び 実 施す る 責 務を 有 す る 。 

２  市 は 、 前項 に 規 定す る 施 策 の策 定 及び 実 施 に 当 たっ て は 、国 、 他 の 地方 公 共

団 体 、 大 学 その 他 の 研究 機 関 、 事業 者 、市 民 並 び に 事業 者 及 び市 民 の 組 織す る

民 間 の 団 体 と緊 密 な 連携 を 図 る よう 努 めな け れ ば な らな い 。 

３  市 は 、 市が 所 有 する 施 設 の 建設 及 び維 持 管 理 、 市が 所 有 する 施 設 で 利用 す る

電 力 及 び エ ネル ギ ー の調 達 そ の 他事 業 の実 施 に 当 た って は 、 自ら 率 先 し て再 生

可 能 エ ネ ル ギー 等 の 導入 等 の 推 進に 努 めな け れ ば な らな い 。 

４  前 項 に 定め る も のの ほ か 、 市は 、 施策 を 実 施 す るに 当 た って は 、 脱 炭素 化 に

配 慮 す る も のと す る 。 

（ 事 業 者 の 責務 ） 

第 ４ 条  事 業者 は 、 その 事 業 活 動を 行 うに 当 た っ て は、 自 主 性及 び 創 造 性を 発 揮

し 、 脱 炭 素 社会 の 形 成の 推 進 に 積極 的 に努 め な け れ ばな ら な い。  

２  事 業 者 は、 市 が 実施 す る 脱 炭素 社 会の 形 成 の 推 進に 関 す る施 策 に 協 力す る よ



う 努 め な け れば な ら ない 。 

（ 市 民 の 責 務） 

第 ５ 条  市 民は 、 そ の日 常 生 活 にお い て、 再 生 可 能 エネ ル ギ ー等 の 導 入 等そ の 他

の 脱 炭 素 社 会の 形 成 の推 進 に 積 極的 に 努め な け れ ば なら な い 。  

２  市 民 は 、市 が 実 施す る 脱 炭 素社 会 の形 成 の 推 進 に関 す る 施策 に 協 力 する よ う

努 め な け れ ばな ら な い。 

（ 施 策 の 基 本方 針 ） 

第 ６ 条  市 は、 次 に 掲げ る 基 本 方針 に 基づ き 、 脱 炭 素社 会 の 形成 の 推 進 に関 す る

施 策 を 総 合 的か つ 計 画的 に 推 進 する も のと す る 。 

(1)  脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進 に関 連 する 産 業 の 育 成及 び 集 積並 び に 人 材の 育 成

に 努 め 、 脱 炭素 社 会 の形 成 の 推 進を 通じ た 市 内 経 済の 循 環 及び 持 続 可 能な 発

展 を 図 る こ と。 

(2)  地 域 の特 性 及 び 技術 開 発 の動 向 に応 じ た 再 生 可能 エ ネ ルギ ー 等 の 導入 等 の

促 進 を 図 る こと 。 

(3)  事 業 者の 業 態 に 応じ た 再 生可 能 エネ ル ギ ー 等 の導 入 等 の促 進 を 図 るこ と 。  

(4)  市 民 の 多 様な 生 活 様 式に 応 じ た再 生可 能 エ ネ ル ギー 等 の 導 入 等 の 促 進を 図

る こ と 。 

(5)  防 災 に関 す る 機 能の 向 上 その 他 の地 域 課 題 の 解決 に 資 する こ と を 目的 と し

た 再 生 可 能 エネ ル ギ ー等 の 導 入 等の 促進 を 図 る こ と。 

（ 基 本 計 画 ） 

第 ７ 条  市 は、 脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進に 関 す る 施 策の 総 合 的か つ 計 画 的な 推 進  

を 図 る た め 、 脱炭 素 社 会の 形 成 の推 進 に関 す る 基 本 的な 計 画 （以 下 「 基 本計 画  

」 と い う 。） を策 定 す るも の と する 。 

２  基 本 計 画は 、 次 に掲 げ る 事 項に つ いて 定 め る も のと す る 。 

(1)  再 生 可能 エ ネ ル ギー 等 の 導入 等 の促 進 に 関 す る総 合 的 かつ 中 長 期 的な 目 標

及 び 基 本 的 な施 策 

(2)  脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進 に関 連 する 産 業 の 育 成及 び 集 積そ の 他 の 市内 経 済

の 循 環 及 び 持続 可 能 な発 展 に 資 する 基本 的 な 施 策 

(3)  前 ２ 号 に 掲げ る も の のほ か 、 脱炭 素社 会 の 形 成 の推 進 に 関す る 施 策 を総 合

的 か つ 計 画 的に 推 進 する た め に 必要 な事 項  



３  市 は 、 基本 計 画 を策 定 す る に当 た って は 、 事 業 者、 市 民 及び こ れ ら の者 の 組

織 す る 民 間 の団 体 の 意見 を 反 映 する こ とが で き る よ う必 要 な 措置 を 講 ず るも の

と す る 。 

４  市 は 、 基本 計 画 を策 定 し た とき は 、遅 滞 な く 、 これ を 公 表す る も の とす る 。  

５  前 ２ 項 の規 定 は 、基 本 計 画 の変 更 につ い て 準 用 する 。 

（ 再 生 可 能 エネ ル ギ ー等 の 地 産 地消 の 促進 ）  

第 ８ 条  市 は、 再 生 可能 エ ネ ル ギー 等 の地 産 地 消 （ 市域 内 で 生産 さ れ た 再生 可 能

エ ネ ル ギ ー 等を 市 域 内で 消 費 す るこ と をい う 。） の 促進 を 図 るた め 、 市 域内 で

生 産 さ れ た 再生 可 能 エネ ル ギ ー 等を 市 域内 で 有 効 活 用す る 事 業活 動 を 支 援す る

た め の 措 置 を講 ず る もの と す る 。 

（ 再 生 可 能 エネ ル ギ ー等 を 通 じ た連 携 の推 進 ） 

第 ９ 条  市 は、 再 生 可能 エ ネ ル ギー 等 を通 じ た 他 の 地方 公 共 団体 と の 連 携に よ り

市 及 び 他 の 地方 公 共 団体 相 互 の 振興 を 図る た め 、 市 域外 で 生 産さ れ た 再 生可 能

エ ネ ル ギ ー 等の 市 域 内へ の 導 入 を拡 大 する た め の 措 置を 講 ず るも の と す る。 

（ 再 生 可 能 エネ ル ギ ー等 の 需 要 拡大 ） 

第 10 条  市 は、 再 生 可能 エ ネ ル ギー 等 の需 要 を 喚 起 する た め 、再 生 可 能 エネ ル ギ

ー 等 を 利 用 する 事 業 者及 び 市 民 を支 援 する た め の 措 置を 講 ず るも の と す る。  

（ 建 築 物 の 再生 可 能 エネ ル ギ ー 等の 導 入等 の 取 組 の 促進 ） 

第 11 条  市 は、 建 築 物（ 建 築 基 準法 （ 昭和 25 年 法 律 第 201 号 ）第 ２ 条 第 １号 に 規

定 す る 建 築 物を い う 。） の 新 築 及び 改 修に 当 た り 再 生可 能 エ ネル ギ ー 等 の導 入

等 、 エ ネ ル ギー 消 費 性能 （ 建 築 物の エ ネル ギ ー 消 費 性能 の 向 上に 関 す る 法律 （  

平 成 27 年 法 律第 53 号 ）第 ２ 条 第 ２号 に 規定 す る エ ネ ルギ ー 消 費性 能 を い う 。）

の 向 上 そ の 他の 脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進に 資 す る 取 組を 促 進 する た め 、 税制 上

の 措 置 そ の 他の 措 置 を講 ず る も のと す る。  

（ 関 連 産 業 の支 援 ） 

第 12 条  市 は、 脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進に 関 連 す る 産業 の 育 成及 び 集 積 によ る 市

内 経 済 の 循 環及 び 持 続可 能 な 発 展を 図 るた め 、 当 該 関連 す る 産業 の 事 業 者が 行

う 脱 炭 素 社 会の 形 成 の推 進 に 資 する 事 業活 動 を 支 援 する た め の措 置 を 講 ずる も

の と す る 。 

（ 研 究 開 発 の促 進 等 ） 



第 13 条  市 は、 脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進に 資 す る 技 術の 向 上 を図 る た め 、事 業 者

及 び 大 学 そ の他 の 研 究機 関 と 連 携し 、 研究 開 発 を 促 進し 、 及 びそ の 成 果 を普 及

す る た め の 措置 を 講 ずる も の と する 。 

（ 実 施 状 況 の公 表 ） 

第 14 条  市 長は 、 毎 年度 、 脱 炭 素社 会 の形 成 の 推 進 に関 す る 施策 の 実 施 状況 に つ

い て 、 市 会 に報 告 す ると と も に 、イ ン ター ネ ッ ト の 利用 そ の 他の 方 法 に より 公

表 す る も の とす る 。 

（ 学 習 の 促 進及 び 知 識の 普 及 啓 発等 ） 

第 15 条  市 は、 事 業 者及 び 市 民 が脱 炭 素社 会 の 形 成 の推 進 に 向け た 再 生 可能 エ ネ

ル ギ ー 等 の 導入 等 の 必要 性 に つ いて 理 解を 深 め る た め、 脱 炭 素社 会 の 形 成 の 推

進 に 関 す る 学習 の 促 進及 び 知 識 の普 及 啓発 を 行 う も のと す る 。 

２  市 は 、 温室 効 果 ガス の 排 出 量の 埋 め合 わ せ （ 排 出の 量 の 削減 が 困 難 な温 室 効

果 ガ ス の 排 出量 の 全 部又 は 一 部 に相 当 する 量 の 温 室 効果 ガ ス を、 他 の 場 所で 森

林 の 整 備 及 び保 全 並 びに 再 生 可 能エ ネ ルギ ー 等 の 導 入等 を 行 うこ と に よ り削 減

し 、 又 は 吸 収す る こ とを い う 。） を 促 進す る た め 、 事業 者 及 び市 民 へ の 情報 の

提 供 そ の 他 の措 置 を 講ず る も の とす る 。 

（ 体 制 の 整 備等 ） 

第 16 条  市 は、 脱 炭 素社 会 の 形 成の 推 進に 関 す る 施 策を 実 施 する た め に 必要 な 体

制 の 整 備 及 び財 政 上 の措 置 を 講 ずる も のと す る 。 

（ 委 任 ） 

第 17 条  こ の条 例 の 施行 に 関 し 必要 な 事項 は 、 市 長 が定 め る 。 

附  則 

こ の 条 例 は 、公 布 の 日か ら 施 行 する 。 

 

   提  案  理  由 

地 球 温 暖 化 対 策の 推 進 に関 す る 法律 の 趣旨 を 踏 ま え 、横 浜 市 にお け る 脱 炭素 社

会 の 形 成 の 推進 に 関 し、 横 浜 市 、事 業 者及 び 市 民 の 責務 を 明 らか に す る とと も に 

、 脱 炭 素 社 会の 形 成 の推 進 に 関 する 施 策の 基 本 と な る事 項 を 定め 、 そ の 施策 を 総

合 的 か つ 計 画的 に 推 進す る こ と によ り 、地 球 温 暖 化 対策 の 推 進 並 び に 市 内経 済 の

循 環 及 び 持 続可 能 な 発展 を 図 り 、も っ て現 在 及 び 将 来の 市 民 の健 康 で 文 化的 な 生



活 の 持 続 的 な確 保 に 寄与 す る た め、 横 浜市 脱 炭 素 社 会の 形 成 の推 進 に 関 する 条 例

を 制 定 し た いの で 提 案す る 。 


